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ラジオ
学習メモ 政治経済

▼

フリーター／ミスマッチ／非正規雇用／

長時間労働／グローバル化／労働基準監督署／

日本的経営方式／最低賃金／ワーキングプア

講師

赤荻雅己

第１節　日本社会の諸課題

どのようにして若者の労働環境を改善するか？

第39回　第3章　現代社会の諸課題

※下記の空欄 　　　 を「調べてみよう　覚えておこう」の語句で完成させましょう。

POINT１

　　雇用環境の変化

パート、アルバイト、派遣労働などを ①　　　　　　　 と言います。今日雇われて働く人
のおおよそ４割を占めるようになり、特に 24 歳以下の若者の間で増加しています。

そのきっかけは 1990 年代初めに起こったバブル崩壊でした。以降日本経済は不況に苦
しみ、企業は、人件費を抑えるために正社員を減らし、新規の採用を控えたのです。他方で
②　　　　　　　 が進み、海外の低価格の商品に対抗するため、業務を、パート、アルバイト、
派遣労働などに置き換えるようになりました。正社員に比べてより低いコストで雇うことがで
きたからです。また経営が悪化したときに雇用を打ち切りやすいメリットもありました。

こうした変化が起こる前、企業は新しく学校を卒業した若者を採用し、定年まで雇用するの
が一般的でした。これを終身雇用と言います。企業は、即戦力というよりも、長期的な視点で
社員を育てることにメリットを見いだしていました。また賃金は、年功序列型賃金と言い、毎
年目に見える形で上昇し、結婚、子育てなど社員の生活の変化に対応していたのです。こうし
た企業の経営のあり方を「 ③　　　　　　　 」と言い、経済が右肩上がりで成長していた時
代につくられました。

POINT２

　若者を取りまく雇用環境

バブル崩壊後、④　　　　　　　 と呼ばれる正規の職を持たない若者が増えました。価値観
が多様化している中、自由な働き方が可能になりましたが、他方で ⑤　　　　　　　 と呼ば

学習のねらい

調べておこう
覚えておこう

いま日本では働く環境が大きく変化しています。パート、アルバイト、派遣労働
など、正社員でない働き方が増えているのです。まずこの変化を経済の動きの中で
理解し、若者の雇用と労働がどうなっているのか、そこで起こっている問題に対し
てどう取り組んだらよいのか、考えていきましょう。
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▼

政治経済 �　どのようにして若者の労働環境を改善するか？
答え
①非正規雇用　　②グローバル化　　③日本的経営方式　　④フリーター　　⑤ワーキングプア
⑥長時間労働　　⑦ミスマッチ　　⑧労働基準監督署　　⑨最低賃金

れる低賃金労働者も多く、社会問題として指摘されています。また、就職しても早期に離職し
てしまうケースが増え、高校卒で４割、大学卒で３割が３年以内に離職しています。若者の働
き方が問われる一方、ブラック企業・ブラックバイトの問題も指摘されるようになりました。
過度な残業による ⑥　　　　　　　 、残業代の未払い、精神的・身体的な苦痛を与えるパワ
ハラ・セクハラなど、労働環境が過酷なケースです。

POINT３

　雇用環境をどう改善するのか

近年は、企業の求人が増え、就職状況が改善されています。しかし離職するケースは依然多
く、非正規雇用で働く若者は増えています。また、さまざまな事情から仕事への一歩を踏み出
せないケースもあります。こうしたことから、企業と若者の ⑦　　　　　　　 の解消に取り
組むなど、さまざまな就労支援が実践されています。

また、ブラック企業に対しては、⑧　　　　　　　 による指導・処罰とともに、働く者がみ
ずから労働法を学び、問題解決の力を高めることも必要です。そして自治体の労働相談センター、
民間の支援団体、弁護士会などに相談窓口があり、活用することもできます。若者の貧困問題に
ついては、自己の努力では解決できないことも多く、所得向上のための ⑨　　　　　　　 の引
き上げの他、困窮に対する扶助やキャリアアップのための公的な教育支援など、社会福祉の視
点から考えてみることが大切です。


